
彙　　　　　報

昭和53 年度第１回常任委員会

日 ’時：４月22 日（土）午後２時～５時

場　所：京都産業大学内，本学会事務局

出席者：泉井久之助（会長），国広哲弥，田村すゞ子，徳永康元，小泉　保，

堀井令以知，松田伊作（地域順）

オブザーバー：岩木　忠（事務局主務者）

欠席者：加藤正信，矢島文夫（委任状あり）

議　事:1 ） 第76 回大会（6 月３日，４日早稲田大学）のプログラムを作成，

司会者を決定。

2） 第77 回大会は，10 月14 日，15 日の両日，関西外国語大学で開

催することを企画。

3） 昭和54 年度第78 回大会を束京都立大学で開催することを企画。

4） 昭和52 年度決算について会計監査の結果を報告。

5） 昭和53 度度予算案を検討。

6） 昭和50 年度以前の会費滞納者の処置について。

7） 本会への受贈図書の処理について。

8） 交換図書の申し込みについて対処。

9） 次期の常任委員・緇集委員長の選挙権者について検討。

10） 次期選挙事務の円滑化のため｡11 月末に会員名簿を発行，会費完

納を11 月末までとして選挙を実施できるよう，選挙規則の改正

を検討し，委貝会にはかることになった。

昭和53 年度第１回委員会

日　時：６月３日（土）午前10 時30分～午後12時10 分
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場　所：早稲田大学大隈会館３階３号室

出席者：泉井久之助（会長），池上二良，石綿敏雄，井上史雄，奥津敬一郎，

加藤正信，川本茂雄，岸本通夫，北村　甫，木村彰一，国広哲弥，

小泉 保，江　 実，佐藤則之，柴田　武，下宮忠雄，鈴木孝夫，

関本　至，竹内和夫，田中克彦，田村すゞ子，塚本　勲，徳永康元，

野元菊雄，平山輝男，蛭沼寿雄，堀井令以知，松田伊作，村山七郎，

矢島文夫（以上30 名）

オブザーバー：服部四郎（副会長）， 大束百合子， 日下部文夫（以上会計監査

委員），岩本　忠（事務局主務者）

欠席者：（委任状提出）

梅田博之，大江三郎，北嶋静江，金田一春彦，Ｗ・Ａ・グロータース，

河野六郎，五島忠久，阪倉篤義，佐藤　茂，辻直四郎，徳川宗賢，

中島文雄，西田龍雄，野村正良，長谷川欣佑，長谷川松治，林　栄一，

日野資純，藤原与一，三宅　鴻，山口秀夫，吉川　守，吉町義雄

（以上23 名）

欠席者：（委任状なし）

池上禎造，井上和子，岩井隆盛，岩倉具実，上村幸雄，大江孝男，

大野　晋，風間喜代三，小林英夫，崎山　理，佐藤喜代治，新村　猛，

千野栄一，寺村秀夫，橋本萬太郎，林　 大，原田信一，松本克己，

三根谷徹（以上19 名）

報告および議事:

1） 昭和52 年度第２回委員会の議事録を承認した。

2） 常任委員選挙結果を報告。

3） 昭和53 年度第１回常任委員会（4 月22 日）の報告。

4） 第77 回大会は10 月14 日，15 日の両日， 関西外国語大学で開催

することを決定。大会運営委員長に吉町義雄氏を委嘱することを

承認。

5） 昭和54 年度第78 回大会は６月２日，３日の両日，東京都立大学

で開催することを決定。
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6）昭和52年度決算を承認。（別表Ａ「決算表」参照）

7） 昭和53 年度予算を決定。（別表Ｂ「予算表」参照）

8） 選挙規則，選挙細則の一部をそれぞれ次のように改正した（下線

部が改正箇所。

選挙規則 １

会長，会計監査委員， 委員は， 選挙のある年の前年11 月末発

行の会員名簿により，所定の手続きによって，個人会員の互選

により選出する。

選挙規則 ５

各地区の委員の定数は， 前記ILa 嵳 発行の会員名簿に よ る当

該地区在住の個人会員数の按分比例によって定める。

選挙細則　注1 ）の ３

当年度の会費をその年度の11月末日までに完納していない通

常個人会員。

選挙細則　 注2 ）の ３

当年度の会費をその年度の11月末日までに完納していない通

常個人会員。

選挙細則のただし書き

ただし，会長事務局は会費未完納者に対し，未納額をその年度

の10 月 中に通知 するものとする。

9） 次期常任委員，編集委員長の選挙は次期選出の委員が行なうこと

を承認。

10） 昭和50 年度以前からの会費滞納者については昭和53 年４月１日

付で退会 とみなし，再入会のときは未納分を納入した者に限り入

会を認めることになった。

11） 交換図書の処置について検討。

12） 受贈図書の受け入れ先については，次の委員会で検討することに

なウた。

13） 文部省科学研究費補助金の第一段審査委貝を改選。当選者：柴田
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武。

14） 九学会連合代表理事を改選。当選者：江　　実。

別表Ａ　昭和52 年度　日本言語学会会計決算表

自昭和52 年４月至昭和53 年３月 (円単位)

収　　　　 入 支　　　　　出

科　　　目 金　額 科　　　目 金 額

Ａ 前　期　繰　越 2,470,626 １ 刊　　行　 費 1,510,404

Ｂ 会　　　　　費 2,863,882 ２ 編　　集　　聟 .80,225

Ｃ 雑 誌 売 上1　220,050 ３ 発　 送　　費1　216, 657

Ｄ 文部省補助金 410,000 ４ 大 会 関 係 費 403,380

Ｅ 預 金 利 息1　61,  314 ５ 委　員　会　費 5,409

／／

／

／

６ 常任委員会費 226, 012

７ 九学会連合会費 30,000

８ CIPL 負 担 金 47,068

９ 選 挙 関 係 費 80,160

10 通　　信　　費 114,260

11 事　　務　　費 174,948

a 事務用品費 ｢93,708

ｂ 印 刷 費 31,820

c 交 通 費 U9.420

12 事務所賃借料 60,000

13 事務局職員謝金 377,750

14 予　　備　　費 ０

15 雑　　　　　費 71,595

16 次　期　繰　越 2,628,004

計 6,025,872 計 6,025,872
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収　入　内　訳　　　　　　　　　　　支　出　内　訳

1．現金等　　577,183　　　　　　　　　72号　　　814,197
1，刊　行　費

Ｂ．会費 2．郵振　2,085,500　　　　　　　

1

73 号　　　696,207

3. 銀 振　201,199　　　　　　72 号　　104,336
3. 発 送 費

73 号　　112,321

4. 大会関係費
12. 事務所賃借料　　　　　　60 000
（5,000円×12 ヶ.月）　 ’
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第76 回 大 会

期　日：昭和53 年6.月３日（土）．４日（日）

会　場：早稲田大学７号館　小野譜堂

第１日（６月３日）

開 会 の 辞

譜　　　演（午後１時30 分～３時30 分）

三宅　鴻「色彩語彙と言語普遍性亅

島岡　茂「ロマン言語学の課題」

会員懇親 会（午後６時より）

大隈会館３階 工・２号室

会 費3,  000円

第２日（6,月４日）

研 究 発 表（午前10 時～Ｕ 時30 分）

1）「日本語をさかのぼるために一共時的法則の有効性について」

平野　尊識

2）「Sigmatik について一記号論理の流れの一点」　　　　　平川　信弘

3）「ミクロネシアの言語の所有表記」　　　　　　　　　　 崎山　　理

定例会員総会（午後１時～１時30 分）

研 究 発 表（午後１時30 分～３時）
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別表Ｂ　昭和53 年度　日本言語学会予算表

自昭和53 年４月至昭和54 年３月 (円単位)

収　　　　 入 支　　　　 出

科　　　目 金　額 科　　　目 金 額

Ａ 前　期　繰　越 2, 628,004 １ 刊　　行　　費 2,000,000

Ｂ 会　　　　　費 3,102,925 ２ 編　　集　　費 100,000

Ｃ 雑　誌　売　上 100,000 ３ 発　　送　　費 300,000

Ｄ･ 文部省補助金 410,000 ４ 大 会 関 係 費 500,000

Ｅ 預　金　利　息 60,000 ５ 委　員　会　費 20,000

＼
＼

＼

＼＼

６ 常任委員会費 －　350,000

７ 九学会連合会費 30,000

８ CIPL 負 担 金 50,000

９ 選 挙 関 係 費 625,000

10 通　 信　　費 150,000

Ｕ 事　　務　　費 250,000

12 事務所賃借料 60,000

13 事務局職員謝金 650,000

14 予　　備　　費 500,000

15 選挙関係等準備積立金
600,000

16 雑　　　　　費 115,929

計 6, 300,929 計 6,300,929

4）「El Conde Lucanor における文法的揺れ」　　　　　有吉俊二

5〕「印欧語の語構成における共感覚的要素」　　　　　　　　 永野　芳郎

6）「西カロリンの空間 と時間」　　　　　　　　　　　　　　 日下部文夫

特 別 講 演（午後３時～４時）

C. C. PENG  (パン）「Sound Change and LanguageChange －
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Ａ Sociolinguistic Overview ( 講 演用語 日本語)

第76 回大 会運営 委員長 古 川　 晴 風

受贈図書リスト（昭和53 年２月１日～昭和53 年５月31 日）

アカデミア・ リテラリアVol.1　　　　　　 （法友文学語学研究会1978,3)

カナノヒカリNos. 666-669　　　　　　　　　　　 （カナモジカイ1978,2-5)

計量国語学Vol,  11, No.  4　　　　　　　　　　　　 （計量国語学会1978,3)

言語文化研究 Ⅳ　　　　　　　　　　　　 （大阪大学言語文化部1978,3)

考古学雑誌Vol.63,  No.4　　　　　　　　　　　　 （日本考古学会1978,3)

甲南大学紀要 文 学編26　　　　　　　　　　　　　 （甲南大学1978,3)

語学研究Nos.  13 ； 14　　　　　　　　　 （拓殖大学語学研究所1978 ，2；3）

国語学　第112 集　　　　　　　　　　　　　　　　　 （国語学会1978,3)

国語学研究No.  17　　　 （東北大学文学部「国語学研究」刊行会1977,12)

国立民族学博物館研究報告Vol.2,  No.4 ； Vol.3, No. l

（国立民族学博物 館1977,12 ； 1978,3)

金沢大学大学院文学研究科研究論集Vol.3

（金沢大学大学院文学研究科研究論集刊行会1977,2)

史　苑 ＶＯｌ､38, No.  1・2　　　　　　　　　　　 （立教大学史学会1978,3)

宗教研究Vol.  51 第 ４揖　　　　　　　　　　　 （日本宗教学会1978,4)



132　　　　　　　　　　　　　 彙　　　　 報

逐 次 刊 行 物 目 録　 昭 和50 年 版　　　　　　　　 （目 立 国 会 図 香 館1977,12)

朝 鮮 学 報 第86 輯　　　　　　　　　　　　　　　　 （ 朝 鮮 学 会1978,1 ）

通　 信No.  32　　　　　　　　 （ ア ジ ア ・ ア フ リ カ 言 語 文 化 研 究 所1978,  3)

東 方 学 Ｖｏｌ･55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ 束 方 学 会1978,1)

東 方 学 会 報No.  33　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ 東 方 学 会1978,  3)

日 本 学 士 院 紀 要Vol.  34,  No,  3　　　　　　　　　　　 （ 日 本 学 士 院1977,4)

日 本 学 術 会 議 月 報Vol. 19 ， Nos.  1-3　 （ 日 本 学 術 会 議 広 報 委 員 会1978,1-3)

日 本 語 学 校 論 集 Ｎｏｊ５ （ 東 京 外 国 語 大 学 外 国 語 学 部 附 属 日 本 語 学 校1978,  3)

日 本 常 民 文 化 紀 要　 第 ４ 緝　　　　　 ［ 成 城 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ］｡978,2 ）

日 本 民 俗 学No.  115　　　　　　　　　　　　　　　 （ 日 本 民 俗 学 会1978,3)

フ ラ ン ス 語 図 書 目 録　 改 訂 増 補 版　　 （ 京 都 外 国 語 大 学 付 属 図 書 館1978,2)

放 送 文 化 ’78 3 月 号 －5 月 号　　　　　　　 （ 日 本 放 送 出 版 協 会1978,3-5)

民 族 学 研 究Vol.42,  Nos. 3 ； 4　　　　　 （ 日 本 民 族 学 会1977,12 ； 1978,  3)

月 刊　 み ん ぽ く ’78 2 月 号 －5 月 号　　　　 （ 国 立 民 族 学 博 物 館1978,2-5)

山 口 大 学 文 学 会 志Vol.  28　　　　　　　　　　　　　 （ 山 口 大 学1977,11)

Acta  Asiatics  (Bulletin ｏr the Institute ｏr Ｅａｓter ｎ Ｃｕltｕｒｅ）34

（ 東 方 学 会 ，1978 ）

Archil･Ori  entd みit (ArC: ）7･） Ｖｏｌ.46 ，Ｎ ｏ｡1　　(Academia,  Praha,  1978)

｡Bulletin  <T  Analyses  de  la 乙itieratur ？ ＆ ４ 力1びQue  Bulg αΓｇ，Ｎｏ.l

【Ａｃａｄｅｍｉｅ Ｂｕ】ｇａrｅ ｄｅｓ Ｓ（ｊｅｎｃｅs， Sofia, 1977)

＆xaj17z がthe  School  of ひ7･鈿･ 治zZ α㎡Afri･:an  Studies,  Vol.  XLI,

Ｐａrt l　　　　　　　　　　　　(University ｏｆ London, 1978 ）

Commenta μ 四 召ぶ 茄 仞μmarum  Litter  arum  53,  58

（Societas Scient ｉａｆｕｍ Fennica, Helsinki, 1977)

ａ 夕ｗ 。t Contents げj4･;･7 ＆ ㎡･; μurnals  in μ 鈿?x 1976

（ 学 術 誌 刊 行 セ ン タ ～1978,3)

£心 励 μ･･ 加 （Zeitschrift FOr Spr ａｃｈｗiｓｓｅｎschaft ），23 ，1 ；2

(Institut  ftir Sprachwissenschaft der Universitat  Wien),  1977

Mo80 回 ａｓｃＴｓo 66  (No.  6, 1977)  ; 68  (No.  2, 1978)
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(HayKOBa ，1ﾐyＭＫａ，ＫＩＴＢ)

汕 ７ｇ Rec: のtav  pro μzyk  Ces り ，ｒｏとnik 60 ， cislo 5， 1977

(Akademia nakladatelstvi Ceskoslovensk6 akademie ｖきd）

Philolo がα Ｎｏ･10　　　　　　　　　　　 （三重大学 外国語研究 会, 1978,3)

PyCCKHft  S3MK Ｂ ｍＫｏｊｌｅ， Nos. 1 ; 2　　　(IIpocBemeHHe MocKBa, 1978)

Slovo  a  Slovesnost.  roimk χＸχＶⅢ,  ^islo 4 ， 1977 ； roi!nik χχXI χ，

Cislo 1， 1978　　　　　　　　　　(Ceskoslovensk £ Akademie ｖad ）

＆zxぷa  Phonolo がca  XI　　　 （京都大 学音声 科学綜 合研究部会, 1977)

BecTF ⅢK JlejⅢⅢ･paμKoro yHHBepCHTeTS  (HCTOP ⅢT-H3bnc-JlHTepaTypa)

No.  2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(JleHHHTpaj,  1978)

VUORELA,  ToiVQ: Ethnology  in  Finlai･ｊ 八面 な1920,  Helsinki,  1977

Wissen ぶヽ haft Itch・Zeitschrift  der  W μゐg加｡？ig･ｉ･Uni  vet・sit at

ji!∂stock, Jahrgang χχV,  Heft 10 ， 1976, Jahrgang χχVI, Heft

2  ; 3 ; 4 ; 5 ; 6 ; 7, 1977　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Rostock,  DDR)

追　　　　　 記

会員各 位

本会 事務局所在の京都 産業 大学 にお き ましては総 長荒木俊馬博 士が，は からず

も本年 ，去 る７月10 日夕 刻，享 年81 歳 をもっ て， にわかに逝去 され ました。 か

ねてより本会に対し て大 きい 好意 を示し ておら れ まし た同 博士は，本 会事務局の

開設 に際し ての みならず，以後 の運営 にお き まし て も，事務的 ・財務 的に常 に協

力 を惜 し まれず，本会事務 局は こ れに より，幸い に今 日 まで大 過な く事務 的運営

を果 し て まい り まし た。 現 下， 同博士 の御急逝は，本会 にとり まして も痛恨のき

わ みに 存じ ます。 謹 んで哀悼 の意 を表し ，か ねて謝意 をあ らわした く，急 遽，本

会常任 委員各位 と相は か り，７月22 日，京都 相国寺におけ る御本葬に際し まして

は，本 会の名 におい て供花 のー部 を奉献 させてい た だき まし た。ご 報 告い たし ま

すとと い こ，同博 士のご冥 福を祈 りあ げ たく存じ ます。 （会長　 泉井 久之助）



134

第七十二号　訂正表

誤　　　　　　　　　　 正

p， 48,1.31　　from Original Lang･Llage ｓ　from the Ｏrｉｇｉｎａｌ Languages

p.49,1. 3　　5, ０ Footnotes　　　　　　 （to be deleted)

ｐ， 49,1.12　　　poly-　　　　　　　　　　　　　　　　Poly-

ｐ， 49,1.14　　Padiminium　　　　　　　　　Pandemonium

ｐ. 49,1.27　　that that　　　　　　　　　that

p. 54,1.3　　　Lisepaep　　　　　　　　　　Lisepsep

ｐ. 56j. ８　　 １ mekem olsem,  long　　　 ｉ raekem olsem / long

p. 58,1.10　　S-32 : karem　　　　　　　S-32 : l kar ｅｍ

ｐ， 59j.7　　　finished　　　　　　　　　　　finished

p･ 59, L 25　　king　　　　　　　　　　　　blong

p. 61,1. 2　　　　S-58 : ｓo　　　　　　　　　　　　　S-58 ； ＃ｓo

p. 63, 1. 3　　　　S-80 : yufala　　　　　　　　　　　S-80 : ＃y ｕｆａｌａ

ｐ. 67,1.17　　/b ぱｏ//　　　　　　　　　　　/bifo/

p. 67,1. ３０　　comletely　　　　　　　　　　　completely

p ， 68,J,2　　　ofi　　　　　　　　　　　　　　off

p ， 70j､24　　naturalized　　　　　　　　　neutralized

ｐ. 71,1.8　　　1s　　　　　　　　　　　　　　are

ｐ. 72,1.25　　the Predicate marker　　　the Predicate Marker

p. 77,1.4　　　at,  'in　　　　　　　　　　　　at,  in

ｐ. 80,1,29　 ‘There was ａ （ｃrｅａtｕre　　 ‘There ｗａｓ ａ ｃｅrtａｉｎ （ｃＴｅａtｕrｅ

ｐ. 84, 1. 2 ｒ　all every　　　　　　　　　all, every

ｐ. 84,11.27,28  &  29  r　　　　　　　　　　　 （ｎｏt to be indented ）

ｐ. 85j.23 r　(exclusive)　　　　　　　　(inclusive)

p.　86,1.9　　　　Port Vila　the　　　　　　　　　　　Port Vila,  the

第七 十 三 号　 訂 正表

彙　　　　　 報



誤　　　　　　　 正

ｐ ３ 図１の91　 φﾚ ぱこ 謳1 “1　 消去

ｐ，　3　図１の地図　　　　 φ　　　　　　　　　　　 Ａ

ｐ． ９　図２の縮尺　　　　1 : 1500,000　　　　　 消去

ｐ. 16 上から11 行目　　「 イカンダッタが　　 「 イカンダッタ亅 が

p. 16　 下から３行目　　　
じikada　　　　　　 ［j石臼ﾐ ］

ｐ. 17　下から８行目　　　 のイカンダッタとは　　 の「イカンダッタ」とは

ｐ, 98　4行目　（委員会出席者）

堀井令以知，村山七郎，矢島文夫，山口秀夫（以上４名追加）

彙　　　　　 報

が

135

◇ 物 故 会 員

兼弘 正雄（4月７日逝去）；小林　淳男（5 月５日逝去）；小林　英夫（東京

都，10月５日逝去）。

◇　本誌は文部省昭和53 年度科学研究費補助金の交付を得て刊行されたもので

ある。
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